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4) 13C でラベルしたグルコースや脂肪酸を含む培地で MortiereZlaaZpinaを培養することにより,
種々のタイプの13C標識高度不飽和脂肪酸が高収量で得られることを示した｡
5) Mortierlelah3grOPhilaからシトクロムb5を精製し,分子量の異なる2種類のシトクロムb5が
存在することを示した｡また,そのアミノ酸配列の一部を決定することにより,動物由来のシトクロム
b5と一部相同性を持つことを見出した｡さらに,シトクロム毎が実際に不飽和化反応に関与しているこ
とを示唆した｡
6) 4種類の不飽和化酵素阻害剤を見出し,それぞれの阻害機構構,阻害定数,さらに阻害活性に必
要な化学構造などを明らかにすることによって,これまでにわかっセいなかった不飽和化酵素の性質の-
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部を明らかにした｡
以上のように,本論文は,代謝工学的手法を用いて,従来得ることのできなかった付加価値の高い高度
不飽和脂肪酸含有油脂を,実用的な規模で発酵生産する方法を確立するとともに,高度不飽和脂肪酸の生
合成機構の解明に重要な手掛かりを与えたものであり,応用微生物学並びに発酵生理学の進展に貢献する
ところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成9年 1月16日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位
を授与される学力が十分あるものと認めた｡
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